
新林公園・冬の彩り              

          昨秋は山の幸の当たり年でした。木枯らしの吹く季節になっても、草木の美しい実が 

冬枯れの新林公園に彩りを添えています。 

     

 

 

 

 

 

 

  

 

                                   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                                      

 

 

 

 

 

 

 

                                   

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                      

  08 年１月 新林公園みどりの会  黒澤  隆 作成 

サルトリイバラ （ユリ科）  
クリスマスのリースには欠かせません 

ジャノヒゲ（ユリ科）リュウノ
ヒゲとも呼ばれます。この種子は
良く弾みます 

トキリマメ（マメ科）つる性で
花は黄色。 

ヤブミョウガ（ツユクサ科）   
果実は白から瑠璃色に変わります 

サネカズラ（マツブサ科）ビナン
カズラとも呼ばれます 

ムクロジ （ムクロジ科）  種子
は羽根つきの玉に使われます 

ヤブラン（ユリ科）花は薄紫
色、ラン科ではありません。 

マンリョウ（ヤブコウジ科）  
 種子が鳥たちに運ばれて あちこちに
きれいな実をつけました 

ウラシマソウ（サトイモ科）  
 見事に熟しました 

アオキ（ミズキ科）  おなじみの実
ですが今年は特に濃く色づきました 

マユミ （ニシキギ科） 残り少なくなった実
をメジロが大切に食べています 



 


